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■ 開会挨拶： 広渡清吾 （専修大学/東京大学、日本学術会議前会長、日本学術会議連携会員） 

Seigo Hirowatari （Senshu University, Former President of Science Council of Japan） 

 

■ 第1報告： 山口博史 （都留文科大学） 

「誰が日本を選ぶのか――グローバル化する世界における日本の社会科学と国際学生交流」 

1: Hiroshi Yamaguchi (Tsuru University): Who Chooses Japan?: Japanese Social  

Sciences and International Student Exchange in a Globalizing World  

 

■ 第2報告： 金益基 （韓国・東国大学） 

「韓国における学術交流の国際化」 

2: Ik-Ki Kim (South Korea: Dongkuk University)：Internationalization of Academic Cooperation in Korea 

 

■ 第3報告： 矢澤修次郎 （成城大学/一橋大学、日本学術会議連携会員） 

「公共財の知の空間としての大学――学術資本主義の諸問題」 

3: Shujiro Yazawa (Seijo University, Hitotsubashi University): University as a Space of Knowledge  

as a Public God: Problems of Academic Capitalism 

 

■ 討論者： 王向華 （香港大学） Discussant: Heung Wah Wong (University of Hong Kong)  

 

コーディネーター・司会： 西原和久 （成城大学/名古屋大学： 日本学術会議連携会員） 

Coordinator & Chair: Kazuhisa Nishihara (Seijo University)  

 

 

 

 

 

 

大学とグローバル化：社会科学における大学の「国際化」を考える 
University and Globalization: On the ‘internationalization’ of University in Social Sciences 

日時：2015年5月 31日（日）：13:00～15:15 

会場：成城大学3号館 2階321教室：小田急線・成城学園前駅下車・徒歩3分 

日本学術会議 （第１部国際協力分科会） ・ 国際社会科学団体連盟 （IFSSO） ・ 成城大学：共催    

シンポジウムの使用言語は、日本語＋英語（報告者・討論者・司会が英語と日本語の両方を使って報告）で、質疑

応答は日本語でできます。その場合は通訳付きです。なお、このシンポジウムは、成城大学において 2015年 5月

29 日~31 日の 3 日間開催される IFSSO（国際社会科学団体連盟： International Federation of Social Science 

Organization）の第22回大会（The 22nd IFSSO General Assembly and International Conference 2015）のなか

で行われます。なお、この IFSSO 大会のテーマは「グローカル化――多文化社会の創造に向けた社会デザインへ

の社会科学的アプローチ」です。IFSSO大会を含め、事前申し込み不要・どなたでも参加できます。参加費無料。 

詳細は大会HP（https://sites.google.com/site/22ifssointernationalconference/）をご参照ください。 

 

https://sites.google.com/site/22ifssointernationalconference/

